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主民側諸質図喜築 別炭砿 (旭川ー第30号〉

工業技術院地質調査所

通商産業技官 松野久 也

同 木野義 人

(昭和 35年 6月稿)

築別炭砿図!福地域は，経済上の理由から北海道の他地域lζ較べて，かなり詳細に調査さ

れているところである。また，未公表ではあるが，羽幌炭砿鉄道株式会社地質課には最近

の精細な資料が数多く集積されている。

本図幅は北海道開発庁の委託により作成されたものであり，野外調査は昭和32，33両年

にわたって行なわれ，室内作業は地質調査所北海道支所において行なわれた。

調査に当って採集した有孔虫化石は，東北大学理学部の浅野清教授に，問じく植物化石

は北海道大学理学部棚井敏雅助教授に鏡定を依頼した。 三毛別層および築別居から産した

軟体動物化石については，東京教育大学理学部の菅野三郎助教授と著者の 1人松野が協力

して，南峨する三渓図幌地域内のものと共同りまとめた:

白霊系地域については，北海道支所地質課の山口昇一技官の調査資料を利用し，田中啓

策技官lζより古生物学上の検討を受けた。

また，現地調査に当つては羽幌炭砿鉄道株式会社から資料の提供を受け，かつ聞社地質

課長服部苦手刈L氏から種々教示をいただいた。

I地 形

本図I隔地域は北海道の北西部，日本海岸K位置し，羽幌 ・苫前炭田の主要部をその中le

包括している。地域全体を通じて，白霊紀，新第三紀および第四紀の堆積岩のみによって

構成され，中程度の高距をもち，最高点も海抜500mを若千越えるにすぎない。

さらに細かく地形をみると，日本海のゆるやかな弧状の海岸線が図l隔地域の北西隅を北

々東一南々西l乙走り，この海岸l乙沿う幅4-5kmの地域は新第三系最上部の遠別居および

茂築別l雷が分布するととろに当り，みどとな段丘地形が発達している。段丘中顕著なもの

は2段あって，高位のものは 50-35m秒低位のものは 35-20mの標高を示し，両者生!とに

域外南方l乙広く追跡される。乙れらは極めてゆるやかに北方に傾斜している(第1図〉。
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第 1図 築別駅の南より北方を望む

近景は羽幌町築別，中景は海岸段丘，遠景は古丹別居以下の地層によって

構成される山地，稜線を1'1'るのは三毛別府上部の砂岩泥岩互層。

段丘の前面は海崖を形成して，海岸線に臨み，その下には僅かに砂浜が認められる。ま

た海崖と，汀線との問に波蝕台が発iきする ζ ともまれではない。

段丘地域の東側内陸部は海抜 200~550 m の山地からなる。 この地域はチエポツナイ層

および乙れより古い地層が分布する地域であって，地層の一般走向と直交する主要河川と，

乙れらから分111皮して，地層の一般走向と一致した方向をとって櫛歯状K分li支配列する小沢

とが特徴的である。乙の傾向は古丹別)笛の分布地域lζ著しい。

ζ の地域では各地層を構成する岩石の硬軟が地形に反映して，主要な断層，福山構造，

地層の境界等が地形図から或る程度判読される。特に空中写真を使用するときは，さらに

細部までの判読が可能である o 例えば，築別背斜の核部lζ分布する白翠系と羽幌層とはゆ

るやかな地形を呈し，両者の問を距てるパンケ沢屈は顕著な稜線を形成している。

また，羽幌庭iを閉経して背斜構造の両翼を形作る三毛別居およびζ れより上位の地層は

一段と高い山地を作り，とくに，三毛別層は ζれらの地層中もっとも堅硬な岩石からなる

ため，摺幽構造を地形によくあらわしている。さらに築別背斜および羽幌ドームの車111を切

る断層により羽幌層と築別層とが接するととろでは地形図でほぼ正確にその位置を推定す

るととが出来る。

乙のほか，古丹別居では，その分布地域の小沢の発達状況， 下部lζ挟有される竪硬な凝

灰岩，および各層準lζ挟有される顕著な礁岩J~iの分布などが地形にあらわれることから ，

その摺曲構造が空中写真からほぼ明l僚に判読される。

河川の主なものは，遠別I1j，初山別川，茂築別川，および築別川であり，その多 くは，



前述の通り地層Iの一般走向方向に直交して，南西ないし西l己流路をとっている。ζれらの

主要河川の中流以下には河岸段丘と比較的広い沖積氾濫原とが発達している。

IJ 地質

II.1 概説

本図幅地域を構成する地層は，白霊紀後期の上部蝦夷層群，時代未詳(第三紀?)のパ

ンク沢j雷，中新世から鮮新世にわたる新第三系，および第四系からなる。とれらの層序関

係を表示すると次の通りである(第 1表〕。

第 1表 層序総括表
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上部蝦夷j毘m'ーは岩相から U1-U3の3部層lζ分けられる。これらは主として青灰色~暗.

灰色のνノレト岩，砂岩からなり，アンモナイト，イノセラムスの化石を坐富~C産する。こ

れらの化石から U1-U3 は上音[5~~R夷l西野中でも上音[51ζ相当するものであって，浦河統上部

l悩l乙対比され，特l乙Jnoceramusnaumanni YOKOYAMAを多産することによって特徴づ

けられる。

新第三系は，前述の白霊系を不整合K夜い，その全層厚数 1，OOOmにおよぶ。乙の地域

は北は北海道の北端稚内附泣から南は日高海岸浦河にいたる南北性の新第三系土佐積金中lζ

位置し，とくに新第三系が下部から上部まで殆ど欠除なしに累重している乙とから，その

北部における様式地の 1っとして重要な所である。

新第三系は下部から上部へ，岩相，層序関係，ti生物学上の資料l乙基いて，羽l腕層， 三

毛別居，築別j扇，古丹別居，チエポツナイ層，遠別層および茂築別l雷lζ分けられる。

パンケ沢腐は，従来新第三系最下部と考えられていたが， 羽幌厨の下位lζ不整合を~I~て

て位置し，白霊系の上位に重なりその関係は明らかでない。本属から若干の海松下動物化石

を産するといわれるがこれだけではその時代を決定するには到らない。

羽幌!爵は羽幌 ・苫前炭田における主要爽炭層であって数枚の炭層を挟有し，その本周は

大規模に稼行されている。羽幌屑はパンケ沢層を不盤合に覆い，産出植物化石から中新世

初期とされている。

三毛別居は従来の “築別層"Iζ含まれていたものであるが，盤整合により後者から分

離され，含有化石からも明らかに後述の築別居(狭義の〉とは異なるものである ζ とが明

らかにされた。

築別j菌は，今回の調査で再定義されたもので，従来の“築別居"の上半部l乙限られるも

のである。との化石動物iI干は前述の三毛別層のそれがやや温暖な気候条例を示すのに対し

て，寒冷な要素をもつものである。

古丹別居は，椛積金:の急速な沈降と，ζれと相関的な後背地，すなわち堆積物の供給源

の著しい上昇とを反映した地庖Tである。すなわち，本震lは著しい厚層をなし，ぼう大な量

の礁岩を挟む砂岩と泥岩との互層からなり，岩相は地層の厚さが厚いにもかかわらず上下

を通じて単調である。本層と下位の築別居との間lとは軽微な不整合がある。

チエポツナイ居の!lt積は，安山岩の活動lζ始まる。乙の火山活動は域内では集塊岩と火

山角磯岩とによって示され，その活動の中心は東方にあったものと考えられる。すなわち，

本層は東方域外では厚い集塊岩のみからなるが，西方では集塊岩の分布は局地的であって，
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広く陸成ないし浅海成の砂岩層を主体とする地層となる。本局は西南部では古丹別居と整

合的関係にあるが，北部および東部では傾斜不整合を示すようになる。

遠別居は均質の青灰色νノレト岩からなり著しく凝灰質かつ碓藻土質である。本層の下部

の一部およびチエポツナイ層は北lζ接する地域l乙入ると硬質頁岩Iζ移化する。本属はチエ

~~ツナイ屈の堆穣K51Jdtく海進l乙由来する堆積物である。

〕災築別居は主として下部は砂岩3 上部は1諜岩からなり，鮮新世下昔[5を示す海楼軟体動物

化石を含んでいる。北IC接する地域では，本屈の上位lζ|援成の更別層が整合lζ重なり，遠

別庭iで最盛lζ達した海進が海退に転じたときの堆積物と考えられる。

第四系は，摺fjねおよび断層運動を受けて転位した上述の新第三系以下の地!習を覆う段丘

j;fE積層および沖積層からなる。これらのうち，海岸線に沿って発達する高低2段の海岸段

丘商を構成する段丘JfE積層中にはレンズ状の泥炭が挟有されている。

乙れらのつくる地質構造を概観すると，白霊系およびノミシケ沢層から築別屈にいたる地

層は北西一南東方向の宿曲構造に支配されている。とれらの地層中，パシケ沢屈と白霊系

との直接の関係は不明であるが，新第三系と白肇系との問には，南北方向にはそれ程大き

な構造差は認められないが，東西lこはかなり大きな構造差があり，東に行く程大きくな

る。

上述新第三系の各層の問は不整合によって距てられ，数次にわたる上昇沈|鋒が繰返され

たことをあらわしている。

古丹別居は著しい厚!霞をなすが，背斜部l乙向かって庖厚を減少する。乙の関係は本居中

の鎚層の居間距離の増減によくあらわれている。すなわち，この事実は，古丹別層の堆積

t:TIこ向斜部の沈降，背斜部の曲隆が行なわれていた乙とを示している。

古丹別居堆積後lζは上昇運動があり，乙の運動は南西部に比して東部ないし北東部l乙著

しい。その後，チエポツナイ層から遠別居にかけての海進は前述の隆起地域までを緩い，

その結果，乙の問に著しい不整合を生じた。遠別居の堆積の末期から茂築別j置にかけて，

地主主の上昇に伴なって海は退き始め，政策別居堆積後現在認められるような摺illl構造，断

隠の形成が行なわれた。

第四紀iζ入って，少くとも 3回の地盤の上昇運動が行なわれたが，との運動lζは北東方

向への微弱な傾動運動が伴なわれている。

11. 2 白 霊 系

II.2.1 上部蝦夷層群
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本図幅地域では北海道白塗系標準層序の中上部にあたる上部蝦夷層鮮のみが築別背斜の

軸部の南部に分布し，とれもその基底部は地表にあらわれていない。上部蝦夷層群はとの

地域内lζ認められる部分だけを区分すれば，下部から U1-U3の3つの岩相単位によって

構成される。

U1は本地域の白霊系の大部分を占めている。 下部は暗灰色シノレ ト質泥岩と灰色ない し

淡灰色の砂質Lノトノレ岩および細粒砂岩の各々の厚さ lcm内外の縞状互層とからなり ，J菌

理が良く発達している。本互層中にはしばしば厚さ 0.2-2m前後の淡緑灰色中粒砂岩層

が認められる。また，本部l習中には比較的関平な石灰質団塊が多く含まれ，その中には小型

のInoceramusnaumanni YOKOY AMAが沢山包i哉されている。中部は灰色ないし暗灰色

無l雷理塊状の砂質νノレト岩ないしνノレト岩からなり，ζ の部分には団塊および化石は少な

い。また，全般に炭質物片を含み，とこ ろによっては白色の浮石粒に富み，しばしば砂岩

の薄腐を挟有している。さらに厚さ 3-5mの凝灰岩が数枚認められる。凝灰岩は黒雲母

片に富む粗粒かつ軟弱点もの，あるいは淡緑色の細粒なものであり，何れも酸性凝灰岩で

ある。上部は U2の硬質砂岩の直下lζ位し，厚さ 20-50mの砂質岩である。ζれは帯緑H音

灰色ないし暗灰色の塊状絢粒砂岩と砂質i/)レト岩とからなり，中部lζ較べて炭質物片が著

しく，かつ海緑石粒を含んでいる。 また，径 5-50cm前後の球状を呈し， 炭質物をおび

ただしく含む砂岩団塊を多量に含有している。 ζれらの団塊は PolyptychoceratidaeIζ属

するアンモナイトを豊富に包蔵している。

U1の全!雷厚は 350-400mである。

UzはUlの上位に整合lζ重なり ，特徴のある硬質砂岩であって，ある程度鍵府として追

跡が可能である。築別川の交流パシケ沢上流から三毛別川上流地域にかけて分布するもの

は，背斜の東翼部lζ当るものであり，三毛別川中流lζ分布する ものは西翼部K.当るものと

考えられる。両者の間lζ厚さに著しい差異があり，前者では概ね 5m内外，後者では 30m

内外ILおよぶ。 両者の連続は確かでないが，上下の岩相の累重関係からみでほぼ同居準で

あるとZ悲めた。

本砂岩は:階緑灰色ないし:骨子緑淡灰色の中粒から極粗粒の砂岩であり，凝灰質緑色岩の細

角片，粘板岩粒，斜長石，海緑石などからなり ，凝灰質な泥質物で固結されている。一般

に分級が怒くしばしば偽胞を呈する。団塊や化石は全く含まれない。

U2のj享さは前述の通り 5-30mI乙すぎない。

U3はU2から整合iζ漸移し，主としてパシケ沢上流，三毛別川下流および上流地域に分
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布し，それぞれ岩相が多少異なっている。パシケ沢上流では U2の砂、岩が漸次粒皮を減じ

本部層のLノノレト岩Iζ移化している。漸移部は分級が悉く，粒度は均一でない。Vノレト岩は

一般に無層理塊状で炭質物lζ富み砂質を帯び，上部は泥質となる o i/ノレト岩中にはなお

U2の砂岩から引続いて海緑石粒が認められ，不規則な形の団塊が含まれ，化石を伴なっ

ている。パ シケ沢上流において，本部腐の下部から浦河統上部階に特徴的な Inoceramus

ja，ρonicus NAGAO & MATSUMOTOそ産する。

三毛別川上流地域では分級の良い， 玉状にくだける暗灰色泥質νノレト岩からなり，黒雲

母片を含む厚さ 30cm内外の凝灰岩を扶有している。ここでは団塊や化石は少ない。

三毛別川中流すなわち築別背斜の西奨部では， U3は炭質物を含み，Il音緑灰色ないし陥灰

色を呈し，葉理の発達する砂質νノレト 岩からな る下部と;Il音灰色砂質Lノノレト岩を秋有し，

偽層の発達する11音灰色粗粒砂岩を主とする上部とからなる。

U3のl冒厚は約 150mを算する。

Ul~U3 から産出した化石は次の通りである 。

Neoρhylloceras subramosum SHIMIZU 

N. compressum MATSUMOTO 

N. sp. 

Phyllopachyceras ezoense (YOKOYAMA) 

Tetragonites glab問 S(JIMBO) 

T. sp. 

Gaudryceras densePlicatum (JIMBO) 

G. cf. tenuiliratum Y ABE 

G. tenuiliratum var. substriata MATSUMOTO 

G. sp. 

Zelandites kaι:anl)i (JIMBO) 

Damesites damesi (JIMBO) 

D. sugata (FORBES) 

D. sp 

N eopuzosia ishikawai (J 1 M BO ) 

N. japonica (SPATH) 

Anaρachydiscus fasicostus (Y ABE) 
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A. sp. 

Menuites naibutiensis MATSUMOTO 

Texanites ama!msense (Y ABE) 

Polyptychoceras cf. obst円ctU1刊(JIMBO)

P. haradanum (YOKOYAMA) 

P. pseudogaultinum (YOKOYAMA) 

P. Sp. 

Subρtychoceras yubarense (Y ABE) 

Baculites sp. 

Inoceramus cf. a1冊。kusensisNAGAO & MATSUMOTO 

よjaρo附 cusNAGAO & MATSUMOTO 

1. naumanni YOKOYAMA 

1. cf. orientalis ambigus NAGAO & MATSUMOTO 

Cf. Nanonavis sp. 

Scu1'ria cassidaria (YOKOYAMA) 

Dentalium sp. 

築別背斜の東~， パンケ沢を中心とする地域で白霊系最上部に編入したνノレ r 岩ないし

砂質νノレト岩(パシケ沢において約 100mの厚さを算する)は，その所属について疑問が

ある。

ζのJ留i¥iiは築別川川岸で従来原の沢層の最下部とされていた部分であり，岡地からパン

ケ沢上流を経て， 三毛別川中流北方にかけて， 後述するパシケ沢J~iの下部の粗いl沙岩の直

下に分布する。これと，下位のはっきり白要系と断定できる部分との聞に不整合は認めら

れない。Inoceramusjaponicus NAGAO & MATSUMOTOを産する部分との問には岩相上

の差はなく一連と判定されるが，パシケ沢および築別川本流川岸ではその問に細礁が散点

する所があり ，従来ζの制l僚を含む部分をもって原の、沢層の下限とされていたようであ

る。上位のパシケ沢屈の粗粒砂岩との間には岩相上の著しい差はあるが，野外で両者の直

接する所を観察することは出来なかった。

乙の層i¥，q乙は普遍的l乙海法貝化石が点々と認められる。また，築別川本流から次のよう

な有孔虫化石を産する。

Haplo.ρhragmoides spp. 



Cyclammina asanoi T AKA YANAGI 

Bramlettia ezoensis T AKAY ANAGI 

Rotaria cf. paPillosa BRADY 
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ζれらのうち前3者は白要系上部に知られているものであるが，最後のものは Rota円・a

papillosa BRADY f乙比較されるものであり， ζ れは第三紀でもずっと後期の地層から産す
註1)

るものである。後者から考えると，本層準は第三紀と考えられ，白霊紀種の存在は二次的

なものと推察される。筆者等は，この層準の数地点から試;jB1を採集して有孔虫の検出を試

みたが，結果は不成功Iこ終っている。

一方，貝化石は，個体数が少なく保存も悪いが，との層i¥l¥全体にわたって産する。とれ

らを一括して掲げると次の通りである。

Acila sp. 

Anadara sp. 

Luαina? sp. 

Dosinia sp. 

Dosinia? sp. 

Perψloma? sp. 

Thracia sp. (n. sp.) 

Dentalium sp. 
設2)

とれらは保存があまり良くないので，時代を決定するには不充分であるが，Dosinia sp. 

の存在は，乙の属の生存期間が第三紀 Aquitanianより後であるととから，本層準が第三

紀に属するととを示すように考えられる。

しかし，前述の通り野外ではζ の部分と白霊系と判定される部分との関係は整合然とし

ているのである。との点の解決は今後の詳細な古生物学的研究によって達成されるであろ

つ。

註3)

II.3.1 パシケ沢層

II.3 新第三系

註1) この資料は岩本芳一の採集したものであり. 化石種の検討は高柳洋吉によってなされたollotJZophrafJmoides 
および B)"amlett仰 は多数あり .RotartlJは2個体である。

註2) この DOSi1l.怖は径1cm前後の小型のものである。

註3) 新称 本間は築別炭砿選炭場下の崖で従来原の沢府とされていた地問にほぼ相当する。標式地における事の沢

間は本陪より上位のものであって.羽幌府の一部であることが明らかになったく松野久也 ・山口邦一.三渓図幅

M.S.)。本隠は新第三紀に属するかどうか現在の所不明であるが記述の使宜上本立に入れた。
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本層は築別背斜の軸宮古，白星系が北IL向かって第三系下に沈降し，姿を没するあたりか

ら以南，域外羽幌川の支流，アイヌ沢までの問に分布する。好露出は築別炭砿選炭場下の

崖にあるが， ζの附近では断層lとより重複するようである。標式的露出は築別川の支流ノミ

ωOm 

ぢ0

。

JIンケ沢上波JIンケ沢中流疑胃J川
シケ沢中流の校沢にあ

本j習は岩相から上下

に2分され(第2区1)，

下部は帯緑灰色の粗粒

ないし中粒の塊状砂岩

る。

からなり，上部は帯緑

灰白色の板状!雷理を示

上
部
揖
亜
層
群

す凝灰岩からなる(第

回開図糊昌刊む川 白 砂岩

田一回論壇

3図)。砂岩は|刷ζ細1深

を混入 し，偽胞を呈し，

齢拘北石4 また上限近くに一枚の

パγ ヶ沢層柱状図第 2図J深岩の薄!習を扶有する

築別炭砿選炭場下のパンケ沢層上部の凝灰岩の露頭第 3図
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乙とがある。砂岩，凝灰岩共lζ岩質堅!政であって顕著な稜線を形作り，谷筋では滝をなし

て蕗出している。本届の砂岩の最下部のものは暗緑灰色を呈し，風化すると黒色を呈す

る。乙の砂岩を鋭下で観察すると，粗粒および中粒のものを主とし，極粗粒砂と細粒を混

える。基質は炭酸石灰質物で全体の 30-40%を占める。砂粒の円磨は進んでおり，亜円

粒ないし円粒のものを主とし，稀K.高円磨粒のものをも含んでいる。

砂粒の種類は種々の火山岩の砕屑と，その斑品鉱物とからなる。

多量に含まれるものは石英，半品質安山岩(主にガラス基流品質組織)および斜長石(中

性長石~留灰長石が主)であり，次いで輝石(普通輝石)，基性安山岩(毛自主状組織)，ガ

ラス質酸性岩(脱破璃している石英安山岩であろう。稀l己流状組織を呈するものがある)

などである。以上のほか少量の角閃石(帯緑灰色)，角閃石安山岩(斑状，半品質)，角閃

石 ・黒雲母 ・石英安山岩(半品質)，輝石安山岩(毛臨状組織，ガラス基流品質組織〉など，

さらに微量の角閃石安山岩(毛臨状組織)と黒雲閣を含んでいる。

上部の凝灰岩(築別背斜西翼のもの)は検鋭の結果，黒雲母石英安山岩質ガラスからな

る結品質*flI粒凝灰岩である。すなわち火山ガラス(屈折率低い)，半品質ガラス(酸性斜長

石の微品を含む)，石英，少量の斜長石(中性長石，灰首長石)，および微量の黒雲母，褐

鉄鉱粒を含んでいるo

殆どすべて初成の抽出物で粒の円磨度が低い。

本層と下位回との間には岩相の急激な変化が認められるがその直接の関係は明らかでな

い。すなわち，両者聞の境は露出が悪く野外で確認するにいたらなかった。更に ζ の下位

層(従来原の沢腐の最下部とされ，海成層とはっきり判定出来る部分)とその下位の白霊系

と断定出来る部分との間には明確な岩相上の境界をひき得ないことは前述の通りである。

上位の羽幌層との関係は不整合であって，そのJit積前にかなり著しい削剥があったものと

考えられる。パンケ沢中流様式地で 45mを算する凝灰岩が，南方上流では不整合面下に

全く欠除する所があり，そのさらに南方では再び 10m内外の厚さで残存している。
註1)

*'留からは化石の産出は全くなしその時代については全く不明である。

賠厚は標式地では 115m，南方l乙厚さを減じ遂には Oとなる。

沼，1) 魚住 ・ 勝江 (1~57) の・・原の沢化石動物群・・の内容は未だ公表されていなし、。本陪の下位に接し 従来ffi(の沢

下部とされ.ここでは疑問のまま白家系最上部に含めたシルト岩から前述の通り若干の軟体動物化石を産する。

この間埠i以外に軟体動物を主とする・・原の沢化石動物群"と称せられるような化石動物群の存在は.後述する羽

幌隠と はっきり白翠系と断定できるものとの問には認められないようである。
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II. 3. 2 羽幌層

本層は図悔域外南方，羽幌町上羽幌を様式地とし，築別背斜の軸部および羽l幌ドームの

中核部lζ分布する。築別背斜南部の東契部では欠除している。

本隠は羽幌 ・ 苫前炭田の主~1<:炭層であり ， 主として砂岩，泥岩およびνノレト岩からな

り，ベシトナイト質凝灰岩，石炭お

よび炭質頁岩，菱鉄鉱質団塊(球状，

レンズ状，層状)および耐火粘土を

挟有する。羽幌層は露出不良のた

め，地表調査によっては岩相柱状図
""守一ー一ー一ー

は作成し難い(第4図)。 ー ニミー
~、

砂岩は淡背灰色ないし淡灰白色を

呈し，細粒軟質なものを主とするが，

しばしば中粒ないし粗粒となる。砂

岩は通常νノレト岩と互層するが，時

iζ厚層をなして存在し，みどとな斜

交楽理が発達する乙 とがある。最下

部の砂岩は概ね塊状をなし，中粒か

ら粗粒であり，その基底面にはパシ

ケ沢層の凝灰岩の岩片，炭際，ある

いは古即1岩類の円礁が散点してい

る。

鎌jJJ;本坑 羽幌本 iJi

昌潤
圏'-')レト岩

田~，岩

Eヨ時
図 減目岩

田石属
自 民買頁岩

国耐火粘土

色動物北石

100m 

ぢ0

。

第4図 羽幌層柱状図(羽幌炭砿KK資料による)

V;レト岩および泥岩は青灰色ないし暗灰色を呈し，一般に柔軟であり，砂岩と互層し層

理が明らかである。暗灰色を呈するものは炭質物に富む。

ベシトナイト質凝灰岩は本層中下部K挟有され白色を呈し，指頭で圧砕される程軟弱で，

しばしば粘土状となって押出している。厚さは最大3ml乙達し， 2-3枚認められる。

石炭は炭質頁岩程度のものまで加えると 5-6枚ある。 しかし本j爵 (3-4m)を除いて

は厚いものはない。羽幌本坑附近では築別鉱業所附近lζ較べて若干石炭の発達状況が異な

り，本屈の上位により多く (4-5枚〕の石炭が存在するようである。

菱鉄鉱質団塊は各層準iこ存在し，径 10数 cm以下の球状，あるいは厚さ 20cm内外また

はそれ以下のレシズ状あるいは層状を呈して砂岩中あるいは互層中に介在する。耐火粘土
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'は本層炭の下盤i乙接して産しj享さ 0.3-1.5mを算する。

羽幌層は，築別背斜の西翼では，パンケ沢屈を不整合関係で被い，東翼の中南部では白

霊系を直接緩う。上位の三毛別屈に対しでも不整合関係にある。羽幌腐は西部lζj享く東部

~C薄くなり，ズロエン沢の交流熊の沢附近では殆ど認められなくなる 。 乙れは炭屈の j享

さ，発達状況などから推察すると，三毛別層J1E積前の削剥によるよりは，むしろこれより

東には堆積しなかったものと考えられる。

本l冨からは Uniosp.， Viviparus sp.等の淡水産の貝化石および他物化石を産する。植

物化石は鑑定に耐えるものは殆ど得られない。柳井Hi政雅 (1955)によれば，本腐の化石植

物群は現在までの資料から，中新世阿仁合型の組成をもつものであるといわれるが詳細は

公表されていない。
討1)

II. 3. 3 三 毛 別 j霞

本!習はij主村笑巳男 (1925，1928)の築別居の下部および中部，服1部幸雄 (1950)の築別

j霞の下部砂岩l白および中部互屈に相当し，築別背斜の両翼および羽幌ドームの中核部i乙羽

幌層を囲縦して分布する。その様式的露出は羽幌町三毛別附近， 三毛別から上羽l院にいた

る道路切剖lとある。

，~川上流 茂築~J川 終日j川本流 オロエン沢支泌 デトニ般川

初 山 '別川 ニi 股援 の沢よ i慮

山富置岩

白 畑(持居 )

図棚
田厳灰岩

田 民減附

o (1， 動物北石

Hb羽課層

Cr 白聾系

第 5図 三毛別層および築別居柱状図

註1) :trr称.本悶の模式柱状図と1¥'!lFf.関係、は 既に KANNO& UATSUNO (lDCQ)によって公表された。



14 

本属は岩相から上下lζ 2分され，下部の砂岩層および上部の砂岩 ・泥岩互l雷からなる

(第5図〉。

砂岩層は主として緑色~灰色の中粒ないし細粒の砂岩からなり，下部から上部へ粒度を

減じ，最上部はシノレト質細粒砂岩となり，遂には上部互層の泥岩l乙移化する。砂岩は塊状

を呈し，上部の一部を除いて殆ど!言'iIlliが認められない。本砂岩層の最下部には白色，灰色，

淡緑色のよく円磨されたチャートの細礁を散点的に含み，あるいはとれらチャートからな

るiiJi.い磯岩層を挟有しており，本腐と羽幌層の砂岩とが接する場合その境界判定の有効な

鍵となる。また乙の部分には炭礁が含まれる乙とがある。

本砂岩層の最上部， νノレト質細粒砂岩中には，径数 cmの石灰質団塊が含まれ，その中

には多くの場合玄能石や海棲貝化石が包蔵されている。

砂岩・泥岩互庖は上述の砂岩層l乙整合IC重なり，凝灰質砂岩および凝灰質泥岩の互層か

らなり，凝灰岩を挟む。また，築別背斜北部では珪藻質泥岩をJ火有・する。ζ れらは何れも

堅硬であって著しい山稜を形作り，かつ，沢筋には滝をつくっている。

砂岩は細粒から粗粒まであって，帯緑青灰色を呈し，著しく凝灰質であり，砂質凝灰岩

といい得るものまである。泥岩は略灰ないし黒灰色を呈し， “硬質頁岩"と呼ばれている。

乙れもまた著しく凝灰質である。泥岩中には数多くはないが径数 cmから 30cm位までの

泥灰岩団塊を含み，中lζ貝化石を蔵している場合がある。珪藻質泥岩は，第三栄の東方に

認められ，淡黄色を呈している。凝灰岩は白色ないし灰白色であって黒雲母片を含むこと

がある。

上述の各岩石は何れも数 10 cm から 1~2m の互l習をなすが， 築別背斜の北部では泥岩

が著しく厚屑をなし 10数 m lζ及ぶものがある。砂岩と泥岩とは板状を呈して互 j冒する

が，その境界面は平坦でなくかなりの凹凸があり，かつ両者の接着面lζ沿って剥離し難い。

木屈の岩相および成層状態は逮布地域の幌il:l'内定i(西国彰一 ・対馬坤六 1951)，あるいは

寧楽腐下部(対馬坤六他 1958)K極めて類似している。

三毛別居は下位の羽幌層を平行不整合K覆い，上位の築別居によって不整合に覆われ

る。

本周 ~I~ ， 下部の砂岩層中には普遍的lζ多数の海棲秋休物化石を産し， 上部の互層中の泥

岩および珪藻質泥岩中にも少ないながらも普遍的に海棲軟体動物化石を含んでいる。(第6

区J)(第2表)。

化石の産状は地域毎lζ，また層準毎l乙，構成属種にかなりの差が認められる。第2表は，



第 2表 三毛別居および築別 J~ Wi: 化 石表
発は個体数が非常に多いもの

毛 別 貯j 築 別 周

「士一子三一一土輔トヰ叩
Emzucula haboroensis KANNO & MA  TSUNO × 

Acila (8. S.) vigilia elongata NAGAO & HUZIOKA × × 

A. Sp. X 

Yoldia (s. S.) biremis UOZUMI × +モ XIX 

Y. (s. S.) cf. akanensis UOZUMI × 争モ

Y. (Cnesterium) notabilis YOKOYAMA × × x 

Portlandi 

p. (P.) tokunagai (YOKOYAMA) 

P. (P.) cf. watasei (KANEHARA) Ix 

Y. Sp. 

Nuatlana Sp. 持

Ma!letia cf.ρoronaica (YOKOYAMA) ーモ

Anadara Sp. × × 

Mytilus Sp. × 

LithopJzaga chileubetsuensis KANNO & MA  TSUNO X 

L. otukai HATAI & NOMURA × 

Patinoρecten /amurai ugoensis HATAI & NISHIYAMA  x 争ぞ × 

VeJ館 内cardiacf. abesinaiensis OTUKA x 
， 

V. sp. 1 × 

V. sp. 2 × 

Lucin口問。 a任 hannibali (CLARK) × 

Conchoc:de disjuncta GABB × × 争時争時 × 

N emocardium yokoyamai T A K ED A × × x 発争時 × 

Papyridea harrimam包i(DALL) ーモl持

Serripes groenlandica (BRUGUlERE) x × 争モ x xl 

S. fujinensis (YOKOYAMA) × 

Dosinia yal刊aguchie(KANNO & lVIATsuNo) × 争モ 争モ， . 

Mez'cenm'ia chitaniana (YOKOYAMA) × 争モ

M. y，iiz吋 ai(KANEHARA) 争モ 発

Stisula onnechu向。 (OTUKA) X うモーモ うモ x × +モ+モ 争モ × × 

S. sp. × X 

Platyodon ni.ρρonica UOZUMl & FUJ!E 発令千 うモ うモ

Peronidia tサ 町，tumotoiOTUKA X x × 

Macoma 0ρtu'a (YOKOYAMA) × × × × × 

M. cf. tokyoensis MAKIY AMI>. × 

M. cf.ρraetexta (v. MARTENS) 争モ

iV1. ca!carea (GMEL!N) × 

M. S;:>. × x 

PeriP!oma besshoensis (YOKOYAMA) × 争時 争モ × 

11のacuneiformis (BるHM) × × X 争千 うモ × 

M. czmeifor閉 is(BるHM)var. × 

M. truncata LINNE x .戸 ら ド

Panomya? sp. × 

Phoradidea Iwtakae KANNO & MA  TSUNO × +モ+千 争モ

Cretidula sp. × 

Polinices didymoides KANNO & MATSUNO × 

Natica (1'ectonatica) severa (GOULD) x × × 

N. (T.) ezoana kANNO & MATSUNO × × x 争モ x 争千

Turritella s-hataii NOMURA × 

T. cf. s-hataii NOMURA X 

T. f01'tilirata chilmbetsuensis KOTAKA 争モ

TroPhonoρsis felix (YOKOYAMA) x うモ

Ancistrolepis sp. x x × 

Melongena? sp. × × 

Buccinum cf. chishimanum P!LSBRY × 

B. sp. XIX 

Neρtunza oomurai OTUKA × XIX x 

N. ? sp. × 

Beringius sp × 

Fulgora口asp. × × 

註 1) 本表は KANNO & MATSUNO (1960)の資料にその後の資料を加 えたものであ る。2) 産地番号にはそれぞれ採集者の頭文字が附せられていたが重複する ものがないた め省略 し

た。 3) 木表の化石は東京教育大学理学部地質鉱物学教室と地質調査所北海道支所とに分けて保存しである。 4) 近接 した 1~3 の産地は一括してある冶



国間l層

昌則j曙

図三割j層

図 淵層およびそ仰の地層

第 B図 三毛別居および築別層化石産地

15 
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本図幅地域のみならず， 南lζ接する三渓図幅地域のものをも一括して表示したものであ

る。

南方羽幌川流域では，下部の砂岩層の基底部 lζ殆ど例外な くPapyrideaharrimanni 

(DALL)を密集して産し， 築別炭鉱附近では同様な位置に Yoldiabiremis UOZUMIの密

集晴子(厚さ 15-20cm)が追跡され，石油沢附近では同じ くMacomaspp.を密集して産

する。Dosiniayamaguchi・eKANNO & MATSUNOは羽幌ドームの中核部および羽幌川上

流に多く産し，比較的砂岩の粗い所K多く見られる。

Conchocele disjuncta (GABB)， Nemocardium yokoyamai TAKEDAおよび Periploma

besshoensis (YOKOYAMA)は砂岩層の最上部，著しくVノレ ト質を呈する所に例外なく認め

られる。

一方，上部の互層中の泥岩および珪藻質泥岩中には，下部砂岩層中の要素は全くなくな

り，Yoldia属，その亜属 Portlandia，N uculanaおよび Malletia等を産する。

これら三毛別層に含まれる貝化石は漸新世後期から中新世にかけて出現するものからな

り，かっ温暖な気候条件を示す Lithophagaspp.さらに Vicarya動物群に伴う Turritella

s.hataii NOMURAなどを含んでいる。

また，築別炭砿附近の地表試料および試錐の岩芯から検出された有孔虫(第 7図)(第3

表)の中lζ，Nonionρompilioides (FICHTER & MOLL)， E.伊hidiumtakinouense ASANO 

(M.S.)が見出される。

伊
/ 

水、---

。 100OOm

Sk1"'2三毛別居 白，-， 鍵~)・ Kt吉岡J掴 ③有乳室賀斜線取地舟

第7図 三毛別層および築別居有孔虫資料採取位置

。、
No.AT:重鎗

以上の事実から，本層の含有化石の構成が的確に滝の上層や門の沢層のそれに等しいと
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第 3表 三宅別居および築別層産有孔虫化石

築 別 層
三毛別居
深度

Skl Skz hとそ三 毛

112|3141516|7 8 [10 111 1 12 INOÍ;;\:~ 
BathySlρhon sp. 

一Haρ101りhragmoidessp. F R F 
， 

H. (?) sp. R 

一 一一寸一一
Cyclammina sp. R 

C. (?) sp. R 
な な な Tι な

Quinq官e1ocu1inasp. R 

し し し し し
Sigmoilina sp. R 

Nonion fJomfJilioid
ー

es
ーーャ
i
ーーー一一 ー一一一一←一一一ー一

l
一ーーー→

i
一一一一一

i
一一一一一一一一ー一一一一一一ー-

(FICHITρEomLlh&i12MOLL) 1 1 A 

Nonioll sp. I I 1 I I R I ! I I l I j I ! 
一一一「一一一一一←一一一一 一一一一一一一一一一

N・(?)sp・ RI [1 I I! I I j I i 
E伊hdiAzmsg

，
tshinOMense j P

I ANO (M. S.) 

はいい得ないが，気候条件から考えて三者はそれぞれ同時代の地層であると考えられる。

本層の層厚は 0-8∞mである。
註1)

11.3.4 築別居

本!置は植村美巴男 (1925，1928)の築別居上部であり，服部幸雄 (1950)の築別層の上

部砂岩層と上部泥岩層とを併せたものである。

築別周は築別背斜の両翼および羽幌ドームの軸部に分布し， 完全な-1断食愉廻を示 して

おり，岩相から下部の砂岩層と上部の泥岩層とに 2分される。下部の砂岩胞の基底には一

部K.基底礁岩が発達し，極めて局地的K.爽炭部がある(第5図)。

砂岩層は粗粒から細粒にわたる帯緑青灰色の凝灰質砂岩からなり，下半部に大規模な偽

!畜が発達する。砂岩は風化すると淡黄色を呈する。この基底には，築別背斜の東翼，築別

川とペシケ沢との合流点附近，同 じく西翼北部および南部などで基底際岩が発達する。乙

の磯岩のl擦は梢々よく水磨された古期岩類の拳大から以下の円礁からなり，かなりの;匿の

安山岩礁を混えている。基底膿岩のj享さは最大 20mf乙達する。

註1) 本間は新たに縮小再定義されたものである。
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前述の築別川とペンケ沢との合流点附近では，との礁岩層の中位K.厚さ 7~8m の青灰

色の砂岩およびVノレト岩の互庖があって，I't ICJ享さ数 cm の炭質頁岩を 2~3 枚挟有 して
註1)

いる。

泥岩層は下位の砂岩l霊iからi析移し，主と して晴灰色徽密な塊状泥岩からなる。本泥岩中

には 1~2 枚の 5~8cm の灰色浮石質凝灰岩を挟有し，また泥岩も一般に凝灰質である。

泥岩中にはしばしば径数 cmから 10数 cmI乙におよぶ泥灰岩団塊を散点的に含んでいる。

築別層は下位の三毛別居を不整合関係で覆い，上位の古丹別居によって同様の関係で夜

われるo 基底の不整合面上lこ基底磯岩を欠くときには，不整合面から垂直lζ，下位の地層i

中IC穿孔貝 (Phoradideakotakae KANNO & MATSUNO， Platyodon nijゆonicaUOZUMI & 

FUJIE) が穿孔している(第8図〉。築別居iは下位の三毛別居i以下の地層に較べてはるかに

広く内陸部に侵入し， 三毛別川の上流地域から南東，さらに域外東方にかけての地域では

第8図 築別周基底の不後合と穿孔貝の産状

第 6図中 No.27の地点

ーー は不整合函，その下位の門型ないし椅円型のものは

砂管 (sandpipめであり，中に穿孔貝が包蔵されている。

註1) 苫前爽炭閉に官、柳 ・ー杉 1.951.).あらき沢爽炭間 (対馬{出 19G8)および小岩升沢爽炭層〈菅野也 1050)など

はこれと同悶I棋のものであろう。
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直接白霊系を覆い(第 11図)，かつ他地域と同様不整合面下に穿孔員の穿孔跡が認められ

る。上位の古丹別居との問の不整合は，個々の露頭では一見整合的で顕著なものと見えな

いが，泥岩!琶を欠いて古丹別層の基底部が直接下位の砂岩層に接する所がある。

化石としては，海楼軟体動物化石が下部の砂岩層中に豊富に含まれ(第6図)(第2表)，

上部の泥岩層中には Makiyamachitanii (MAKIYAMA)が認められる。 その他上下を通

じて若干の有孔虫化石を産する(第7図)(第3表〉。

軟体動物化石は，多くの場合砂岩中l乙掃き寄せ式lζ密集して産する。ζれらのうち，も

っとも顕著なものは Spisulaonnechuria (OTUKA)であり，各所に豊富に含まれ，ζ の層

準の指標として注目される。また，ζ の基底には特徴ある穿孔貝 Phoradideakotahae 

KANNO & MA  TSUNO および Platyodonnψ'ponica UOZUMI & FUJIE が基底磯岩を欠

く所には普遍的に認められる ととは前述の通りであり，下位の三毛別居Iζ全 く認められな

い寒流系の北方種である Serripesspp.を産することにより，古生物学上三毛別居とはっ

きり区別される 。 しかし現在の所本化石動物lW~c対比される化石動物群は他i乙知られてい

なし〉。

本層の隠厚は 0~280m である 。 うち ， 上部の泥岩層の厚さは最大 100m である。但 し

築別背斜の北東側に初山別断層κ沿って磁出する本層は断層によって擾乱されている疑も

あるが，走向傾斜に上位の古丹別居と殆ど差がないとすると，その厚さははるかに大きく ，

デト 二股川上流地域で厚さ最大 450m I乙達するものとなる。若し以上の推定に誤りがな

いとすると， 築別層は一一三毛別川上流地域で上述の断層の北東側にあらわれ泥岩層の下

位を占める砂岩l習をも含めてー一一深部(傾斜方向〕に向かって厚さを増大するものと考え

られる。

II. 3. 5 古 丹 別 層

本腐は本地域i乙接する天北油田において増幌層およびエベコロペツ頁岩l詔 (石田義雄，

1930)，この地域を含めて南部では古丹別層(渡辺久吉， 1918)と命名された地層であり，

図幅地域内lζ もっとも広い分布を示している。

本腐の主部はI諜岩lζ始まり漸移的に砂岩を経て砂岩および泥岩互層，最後に泥岩という
註1)

順序を繰返す輪廻層からなり，最上部は際岩が少なくなり，主として砂岩泥岩の規則的互

j霞からなるの

註1) 輪廻閉が不完全な場合には最上部の泥岩を欠き，さらに不完全な場合には互府までを欠いている。
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註1)

磯岩のI擦は主として黒色の粘板岩からなり，花関岩，チャート，石灰岩，ホルンブェノレ

ス等を1昆え，礁の大きさは細粒から数 10cmf乙達するものまで種々あって多くは円燥ない

し亜円礁である。機種の構成は地域あるいは層準で可なり異るようである。三毛別川上流

地域では著しく花闘岩礁に富むととろがあり，ある層準では在来岩の1擦は殆どそればかりか

らなる。石灰岩礁は一般に下部に著しいが上部では殆んど自につかなくなる。

本!霞の礁岩の著しい特徴は下部から上部へ礁の粒度を漸次減じ，遂には粗粒砂岩を経て

その上位の砂岩へと移化して行き，穆結物質は著しく泥質かつ石灰質であって，在来岩中の

機の長径が一定方向をとるとか，層理とか，あるいは偽層とかの内部構造を示さないこと

である。磯岩の基底すなわち，前の輪廻層との境界は極めて平な成層面を示している。

砂岩には在来岩の上位にあって磯岩から漸移的に移化するものと，泥岩と互層するものと

がある。前者は塊状を呈し，粗粒なものは灰白色の穆結物中lζ黒色の粘板岩粒が胡麻塩状

を呈して入っている。この砂岩は上方へ次第に細粒となり遂には上位の互層部の下部の泥

岩に移り変っている。後者は一般に中粒以下細粒で板状を呈し，泥岩と級化互層 (graded

a1ternation)する。

泥岩は砂岩と互層し，あるいは輪廻層の最上部lζ厚く発達するものがある。何れも黒色

ないし黒灰色を呈する。

以上のほか，本層中には，泥岩中l乙古:!'J]岩類のJ療が散点し，かつ本j雷自体の砂岩，頁岩あ

るいはその成層した岩塊を混える磯質泥岩 (conglomeraticmudstoneあるいは tilloid)

が発達し，また層i問摺l鈎， slumping structureの発達する層準があってかなり広範囲に追

跡される。

上述の各i愉廻層の厚さは通常 4-5mから 10数 mであり，地層のj享い所程各輪廻層の
註2)

厚さが大きい。主として上部に発達する互層の砂岩，泥岩の厚さは通常数cmから 20-30

cm位である。

本層中には，さらに鍵層として追跡される石英粗面岩質凝灰岩が 4-5枚扶有されてい

る。その最下位のものはもっとも厚く厚さ 90-1∞mf乙達する。羽幌ドームの西翼にある

5枚の凝灰岩は，南l乙接する三渓区11福地域内を経て更にその南の達布区|幅地域内まで延々

と確実に追跡する ζとが出来る。最下位のものは前述の通り最大 100mの厚さをもち，そ

註1) 築別川中流において， 明らかに古丹別層から由来したと考えられる石灰岩礁中から， 有孔虫 T白 tularid<<e

宮en.e七81'. inclet.. ストロマトポロイド .Mille仰 rl耐um.81).， 珊瑚 Stv!帥 "(0ο叫刊stγea)moto，wbU-i 

EGUCHIが見出された。これらからこの石灰岩際は空知関群から由来したものと推祭される。

註;2) 地問の厚さと沈降1置との関係は松野久也 (1958)によって論じられている。



21 

れより上位の4枚の厚さは順次約8m，5-6m， 5mあるいはそれ以上，最上位のものは

もっとも蒋く約2mである。

これらの鎚!冒と前述の輪廻層との関係は全く平行であって交錯するととはない。しか

し，各鍵層間あるいは古丹別層の下限あるいは上限とその上下の鍵層との層間距離は各所

で著しい差があり，何れも背斜の頂部lζ向かって層間距離を縮少する。また，古丹別腐の

堆積盆は少くとも ζの地域で，羽幌ドームおよび築別背斜によって示される著しく沈降量

の少い部分をもって隔離された 3つの著しい沈降部に分けられるが，その各々で同じよう

な沈l揮を行なったのではなく，或る時期には一方が他方I乙較べて著しく沈降し，次の或る

時期ILはそれが逆になるというように，各沈降部で夫々時期的lζ異なった運動を行なった

ものと推定される。しかし，各鍵層は背斜の頂部に向かって尖滅し，隣接する向斜部(沈

降部)聞における各々の連続が確認できない。殊lζ，築別背斜の南西翼と北東翼との問で

は特に困難である。すなわち羽幌ドーム南西翼の最下位の鍵層とその北東奨の最下位のそ

れとは，成層状態および見掛けの岩質から同ーのものである ζ とが肯定出来るのに，築別

背斜北東翼の鍵層(厚さ 70-80m)は，前述のものと見掛けの岩質が全く異なるのみなら

ず，北iζ接する初浦図幅地域内IL追跡すると，乙の鍵層から下位，築別層の上限までの問

l乙更に少くとも 2枚の鎚層(同じく凝灰岩である〉が存在しており，同地域内の下部から

3番目の鎚j雷に相当するのである。

古丹別居のとの特異な堆積は，後背地の著しい隆起とこれに平行して行なわれたその前

面団地の著しい沈降とを背景として続行したものと考えられ，その堆積作用としてdensity

currentが考えられる。そして東方程粗粒堆積物が多くかっ地l震の厚さも厚いことから，
註t)

隆起部すわなち堆積物の供給源は東方にあったものと考えられる。

古丹別l雷は下位の築別層を不整合関係で夜う。而してその不整合は概ね平行不整合であ

って，築別居を全く欠いて更に下位の地層に直接するとか，あるいは追覆現象などによっ
註2)

て古丹別層のかなりの部分を欠くような事実は認められない。上位のチエポツナイ層との

関係は西方海岸地域においては整合と観察されるが，内陸部すなわち東方地域では著しい

傾斜不整合関係にある(第 10図〕。

本j雷からは，大型の動物化石の産出は全くといってよい位認められない。古丹別層中の

註1) 古丹別問の輪廻悶による細分主鍵閉との関係.輪廻陪の東西あるいは南北方向の変化については.泰光男の精

細な研究があり，近<r初浦J図版に詳しく発表される。

註2) 逮布図幅(対馬他 1引58)内.小平藤川北岸に著しい追覆が認められるが，ことを除いて，他の地峡にはこのよ

うな例は全く見られない。
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1深岩中fCしばしば軟体動物化石を見るが，よく観察すると築別層の化石を含んだ砂岩の岩

塊あるいは礁が磯岩の1僚として含まれているのであって注意を要する。微化石としては有

孔虫が含まれていることが土田定次郎 (1957-58)によって既に報告されている。野外で

は Cyclamminaspp.が肉眼で観祭され，また Makiyamachitanii (MAKIYAMA)が各所

IL認められるにすぎない。

本層の層厚は 600-2，400m +である。
註l)

II. 3. 6 チエポツナイj薗

本層は対馬:lrt六他 (1954)の小川爽亜炭層iの北方延長部に当る。様式地は域外苫前郡苫

前町古丹別の北東チエポツナイ川の下流小川附近であり，小II!爽亜炭層そのものに他なら

ない。しかし，小II!爽亜炭層の連続延長部が明らかになるに従って，海成屈のみからなる

部分があり，爽亜炭層という名称、が不適当と考えられ，乙ζK更めて再定義した。

本層は図幅地域の西部，初山別村第一栄附近から南へ有明を経て上築別，朝日にかけて

分布する。域外南方延長は前l述の小川爽亜炭層と称せられたものである。一方，本医lは図

!隔地域の東縁l乙僅かに基底の一部が分布する。

本j習は基底lζ安山岩質集塊岩，火山角I諜岩をもち，主音flは粗粒ないし細粒の砂岩からな

り，一部lこ白色の凝灰

岩，砂岩および乙ノノレト

岩互層を挟み，互層中

tζ 1枚の亜炭層を挟有

している(第 9図〕。

安山岩質集捜岩は本

l雷の基底部に部分的に

発達し，側方に主部を

なす砂岩に移化する。

西南部では二股附近か

ら大沢にかけて分布

し，主と して灰色の鉱

浮状を呈する大小の安

山岩礁よりなり，厚さ

註1) 新称。

朝日ニ股主流

通別層

古丹jjJ層

よ祭5jlJ 第一栄

ー =;;1 r-IOOm 

品

，、，、，
ー守.......，...... 

第9図 チエポツナイ層柱状図

50 

。
圏一
四 時岩
図 醐
自 E炭

図 削岩

図 宮崎山積
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最大 50m IL達し，大沢から北方および二股から南方域外に間もなく薄化し消滅する。 集

塊岩中には数枚の褐色を呈する凝灰質砂岩が挟有される。集塊岩の片鱗は北方有l羽附近Iζ

も認められるが，ここでは基底部IL安山岩礁が点々とする程度である。

東部l乙分布するものは，南方域外に追跡するとピツVリ岳を構成する厚さ数 100mIζ達

する安山岩質集塊岩に連続する。しかし一方，北方延長の熊の沢下流に向つては ζ の層準

は砂岩におき換えられ，熊の沢下流の露出では基底面に沿って安山岩礁が点々とするにす

ぎなくなる。安山岩礁は径数 10cm以下であるが，南西方二股から大沢にかけて分布する

ものに}絞べて大径のものが多い。また，灰色鉱浮状のものを主とするが，黒灰色鰍密堅硬

なものも認められる。

乙れら東西両地域に分布する集塊岩の礁は，顕著な角閃石の斑品をもっ角閃石安山岩11:.

属するものが大部分でる。角閃石の斑晶は径 3-4mm1乙達するものがある。 ζ のほかに

少量の普通輝石安山岩も認められる。

角閃石安山岩

本岩は鋭下では，斑品として角閃石および斜長石を有し，石基はガラス基流品質を呈し，

ガラス，斜長石および鉄鉱からなっている。

角閃石は 0.1-2.4mm大で，x=淡黄， y=淡緑，z=緑の多色性を示す。cz=160， 

2.0mm以上の結品には累帯構造があり，内部11:.無色の輝石が認められる。全体として薄

い黒色のオパナイト縁をもっている。斜長石は， 0.1-1.0 mm大で中性長石である。

普通輝石安山岩

本岩は鋭下では，斑品として斜長石および普通知ji石を有し，石基はガラス基流品質を呈

し，斜長石，普通輝石，ガラス，鉄鉱，および燐灰石などからなる。斜長石は 0.2-1.0mm

大で累帯構造が発達するが一般に清澄である。普通輝石は 0.2-2.0mm大で，比較的大

きなものは累帯構造を有し，無色である。

チエポツナイ層の主部である砂岩j留は，組粒ないし中粒の砂岩からなり ，凝灰岩を挟み，

所によって若干のシノレト岩を挟有する。また上築別以南大沢にいたる地域では中部に1枚

の亜炭層を挟有している。

砂岩層は一般に粗繁であって風化すると表面に鉄分を析出して褐色を呈し，凝灰岩には

灰白色板状鰍密なものと浮石質粗怒なものとがある。ジノレト岩は育灰色ないし灰白色を呈

し， 著しく凝灰質である。亜炭は数 cmから 10数cmの厚さのものがほぼ等量のi/}レ ト

岩と互層し，上築別附近では山丈3.5mにおよぶが南北lζ間もなく尖滅する。
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142'0' 

大沢附近では本層下部IL黄鉄鉱の鉱
44・...

染が認められ，乙の鉱染は基底部の安

山岩質集塊岩の安山岩1擦にまで及んで

いる。

西部では本層と下位の古丹別居『との

間には構造差は認め難い。朝日ニl段の

沢の中流(南方域外)で両者の接触部

が観察されるが，乙の露頭だけでは削

剥の事実は認められない。しかしその

問の移り変りは一線をもって急激に移

り変る乙と，および下位の古丹別居が，

海成庭iであるのにひきかえて上位のテ

エポツナイ庭iはこ こでは陸成層である

乙とから耳t積の間|療があったものと推

察される。

上記地点から北方，初山別村第 一

栄にいたる 問 では，その直接する個

所は観察出来なかったが，両者の聞に

走向傾斜の差がある とは考えられな

し〉。

一方，東部地域で両者の関係は著し

い傾斜不整合を示している。その状況

は第 10図に示す通りである。

上位の遠別層との関係は整合であ

る。

本周は南部では陸成層で，亜炭を挟

有することは前述の通りであり，乙の

上下には保存状態が不完全であるが， 142'0 。 3 4 km 

かなり豊富に植物化石を産する。
第 10図 図幅地城東部およびその東方おける

チエポツナ司層産植物化石 古丹別居とチエポツナイ庖との関係



Betula cf. miomaximowiczana ENDO 

Carpinus cf. subcordata NATHORST 

Carpinus cf. onbaraensis OKUTSU 

Ulmus Spp. 

Acer cf. subPictum SAPORTA 

25 

一方，初山別村有明以北および域内東部では海成層であって海棲軟体動物化石を含んで

いる。

すなわち，初山別村第一栄附近から

Anadara sp. 

Felanniella usta (GOULD) 

Mercenaria chitaniana (YOKOYAMA) 

Macoma sp. 

を産し， 遠別川の流域(本図幅地域内〕における本庖の基底部からは，北隣の初浦図悔の

調査に従事した秦光男によれば

Anadara amicula (YOKOYAMA) 

Patinopecten yessoensis (J A Y) 

Pitar okadana (YOKOYAMA) 

Mactra sulcataria REEVE 

Macoma cf. calcarea (GMELIM) 

Peronidia ve側 losa(SCHRENCK) 

Panoρe japonica A. ADAMS 

Sinum sp. 

Natica (Tectonatica) cf. severa (GOULD) 

Triti，α(Tritonella) ja，ρonica (A. ADAMS) 

を産する。

本層の周厚は 50~200m である 。
註1.)

II. 3. 7 遠別居

本層は植村笑巳男 (1928)によって命名され，本地域の北方，天塩郡遠別町南方海岸を

様式地とする o 本層は凝灰質かつ珪深質の育灰色塊状Vノレト岩からなる 。 一勝~r.下部は比

註1) 度辺久吉 (1m3)の遠別府は古丹別府に同じである。
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較的徽密であるが上部は砂質となる。下部には しばしば斑状に細粒砂岩を含み，乙の砂岩

は刷毛ではいたような斜交薬理を形成している。また本層の中部および下部には厚さ 20

cm内外の白色の浮石質細粒凝灰岩を挟有している。

さらに本乙ノノレト岩中には径数 10cmから 3m ~乙達する球形あるいは楕円形の泥灰質の

団塊を含んでいる。

本層は下位のチエポツナイ層を整合関係で覆い，上位の茂築別居とは整合漸移の関係に

あって明確な境界は決定し難い。

化石の産出は比較的少ない。との地域では Thyasirabisecta CONRADを採集し得たに

すぎい。

本層の層厚は 160~500m である o

11.3.8 茂築別居

本層名は，日本地質学会新生代対比委員会札幌支部 (1949)の対比表に掲げられている

だけで，その定義は示されていない。茂築別層は茂築llUJI!JI!口附近を標式地とし，その南

北海岸線に沿って分布し，下部は凝灰質細粒の砂岩からなり，上部は細粒磯岩と砂岩との

互層(磯岩の;量は砂岩のそれに較べて多い)からなる。

砂岩は黄灰色を呈し軟弱粗繁であり，1~2 枚の凝灰岩の薄層を挟有し， 1潔岩も同様固結

度は極めて低い。磯岩は本層の比較的上部を占めるようであるが，砂岩と一部側方lζ移化

し合う関係にある。

下位の遠別層との関係は，遠別層上部が砂質となり，徐々に本層の砂岩l乙移り変り，両

者の境界は明確でない。一部では遠別層の上部lζ属する砂質νノレト岩と本層の砂岩とが 2

~3m の厚さで 2度 3度互層しつつ移り変っている。両層の区分の一応の基準と して，後

述するような化石動物群の出現する所が考慮されよう。

化石は本層の下部と上部の磯岩層中とに多産する。下部における顕著な化石の産出層準

はしばしば炭化木片を含む厚さ 50cm内外の石灰質硬質砂岩の νンズをなす。なおその上

位の砂岩中にも化石が散点的に産する。

砂岩中のものには次のような種がある。

Acila divaricata HINDS 

Chlamys swifti (BERNARDI) 

C. sp. 

Fortipecten takahashii (YOKOYAMA) 



Clinocardium californiense (DESHEYES 

C. Sp. (californiense var. ?) 

Cardium cf. ya即masakiiMAKIY AMA 

Se γ作rl砂ゆ抑Eωsgroe朗nla即仰ndica(BRUGUI 丘RE) 

M辺釘comaI1均附nc釘仰Cω0仰，河tψ!grua叫a(V. MARTENS) 

Macoma calcarea (GMELIN) 

M.oρtiva (YOKOYAMA) 

Stisula voyi GABB 

il⑪a cuneifon冗isBOHM 

M. truncata LINNE 

Cretidula sp. 

TroPhon sp. 
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1徐岩中のものは，種毎Iζ個体数が著しく多く，また， ζれらが密集している。磯岩中に

見出されたものは次の 5種であるo

Pecten poculum YOKOYAMA 

Caγdium cf. ym咋asalaiMAKIYAMA 

Dosinia tatunokutiensis NOMURA 

A今ajaponica ]A Y 

Thracia kokuana (YOKOYAMA) 

本暦のj習厚は 300-350mである。

II. 3. 9 対比および時代

本図l隔地域は，天北炭田およびこれに隣接する宗谷稚内油田地域と並んで，北海道北部

における新第三系の模式地の一つである。この図幅と南に接する三渓図l隔との調査を行な

った結果，乙れまでに調査を終了し，既に刊行された羽幌，鬼鹿，苫前および達布図幅地

域の層序および対比について改訂を要する点が若干生じて来た。以下その要点について概

略を附記しておく。

原の沢層とされていた地層には 2層準があり，標式地のものは羽幌層の一部であるこ

とが明らかになり，これより下位にある築別鉱業所附近のものはパシケ沢層として再定義

したがその時代は未詳である。而してその分布は上記区域から南方羽幌川北岸の聞に限ら

れる。
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第 4表 新第三系対比表

鬼鹿 l苫前 | 羽幌 |
対馬 ・松野 ・l対馬 ・松野 ・|松野 ・111日|
山口 (1956) 1山口 (1954) 1 (1955) 

迷!と竺
別

逮布
対馬他
(1958) 

| 築山
松野 ・木野

(1960) 

|三 渓
山口 ・松野

(M.S.) 

茂築別層

遠別層|遠別居

室主割石千百
古丹別府|古丹別居 古丹別居|古丹別居 |古丹別居

……~..r-Í ー l一一一

築別居

、B
ノ
f

層
V

周

炭

ん

列

献

一

一か

苫

}

三

〆
t

‘、
、

船
一

層

、

O
F
f
 

-
、
J

U
E
J

毛

佳
一

三

〉沢
層
一層
〈

〈

b

一沢
~

ぺ

炭
一線
一

三

一五
~

~あ
爽
一十
一

築別層|築別府

ユ ー ドロ j琵
寧楽庖|羽 l腕層|羽幌周

パ γ ヶ沢層

I~、ハ~ヘハ~-I一一ー一- 1 -一一一一

古第三系

白裏系 |白 韮 系|白 要 系

羽幌層は，パシケ沢層を不整合関係で覆い， 南方では自室系を直接覆っている。そして

その分布は初山別村第一栄から古丹別川までの閑である。その時代を決定するに充分な化

石を産 しないが，先l乙述べたように植物化石は現段階では中新世阿仁合型であると言われ

ている。

その上位の“築別居"は2分され，下位のものは三毛別隠，上位のものは築別居として

再区分された。前者はその産出化石により，多少問題はあるが，滝の上層に対比される。

後者は滝の上層や三毛別層1<::認められない北方系の種を特徴種としていて，より若い上位

の地層である乙とが明らかになった。かつ三毛別層が羽幌層より南方と東方1<::若干広い分
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布を示しているのに対し，築別l留は，南北にも東方にもより広く拡がり，パンケ沢!苗から

三毛別j買にいたる地l留を欠いて周辺地域では 基盤である白霊系を直接被っている(第 11

図)。

E雪羽慨

0~~矧層側責盆

f主 三毛別居初出 会
¥ーム ー

c"1b羽幌層のi針員会

。ち 1υkm

第 11図 羽幌周 ・三毛別居 ・築別居古地理図

本図幅地域より南で従来とれらの地j留に対比されていたものは古丹別川以南，達布図l隔

小平楽川北岸地域における下部から十五線沢層，あらき沢爽炭層および築別属であり，そ

れぞれ，原の沢j雷，羽幌庭jおよび“築別層"に対比されていた。
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達布図幅で十五線沢層と呼ばれる地層には，築別層(標式地の)~乙特徴的な Phoradidea

kotakae KANNO & MATSUNOを多産し，そのほか Mercena向。 chitamana(YOKOYAMA) 

を伴い，あらき沢爽炭層中には築別居の特徴種である Spisulaonnechuria (OTUKA)を産す

る乙とがはっきりして来た。一方，標式地の築別層の下部lζ含炭部があり，三渓図幅地域

内では同じくその下部の異相である爽炭層があり苫前爽炭層(青柳信義 ・ー杉式治 1950)

と呼ばれている。さらに，岩本寿一 ・大倉保 (1958)の羽幌爽炭層の有孔虫としたもの

は実はあらき沢爽炭層のものであり，それらと同様な有孔虫化石 Haplo"ρhragmoidessp.， 

Stirosigmoilinella comρressa MATSUNAGAは Cydamminaspp.， Martinottiella communis 

(d'ORBIGNY)などと共に遠別川流域の築別居に見出されている(秦光男 Mふ)。

遠布区l幅で 3分された築別居iは標式地の築別)習に岩相もほぼ一致する。ただ前者の中部
註1)

(CHz)は下部の砂岩層と上部の泥岩層との漸移部であり，従ってそれを区分することは多

分に人為的なものであるが，ζ の点だけが若干異ると乙ろである。

以上から達布図幅とその周辺の十五線沢層から築別層にいたる間のものは全体として標

式地の築別j習に対比するのが妥当である。

古丹別腐は，その連続が前述の各図幅地域を通じて確実に追跡され，これら各地域間の

対比は疑う余地がない。

て方，天北炭田地域との対比については上半部については異論が少ないが下半部には大

きな問題が残されている。すなわち，鬼吉、別居には，築別居jの特徴種である Phoradidea

kotakae KANNO & MATSUNO (=P. kamakuraensis (YOKQYAMA) of UOZUMI & FUJIE， 

1956)， Platyodon nipponica UOZUMI & FUJIEおよび Stisulaon'nechuria (OTUKA)を

産 し(小山内照他， 1959)，藤田炭砿において実施した 8号試錐の岩芯から Rotaria

tochigi朗 sis(UCHIO)， R. yubariensis ASANO， Elthidium takinouense ASANO (Mふ〉
討ヨ〉

その他を産することが明らかになった。 これらのうち R.yubariensis ASANOは滝の上

層の特徴種に近似するものであるが，形が小さくかっ房の数も若干少なく亜種とも考えら

れるものである。これらのうち，R. yubariensis (ASANO)と全く同様なものが遠別川流域

の築別層および三渓図幅地域内羽幌川上流の同層に産する。

また，天北炭田の鬼志別Ji'!liと増幌属，本地域の築別層と古丹別j冒との層位関係から両者

の対比は間違いないであろう 。

註1) だだし.この地域ではこの部分に一部挟炭するところがある。このような例は逮布図摘地域だけであって他に
はその例をみない。

討さ〉 織田精徳氏の好意に上る。
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ところが，それより下位の宗谷爽炭層および曲淵層と三毛別屑，羽幌層およびノ号シケ沢
註1)

庭iとの対比が問題となる。従来，羽幌属Iと宗谷爽炭隠とは相互に対比されていたが，南部

では築別層の下位，羽幌層の上位iζ海成の三毛別居があり，この間の対比がつかないし，

従来の原の沢層すなわちパシケ沢腐の化石内容が詳らかでない今日，これと曲淵層との対

比も決定しかねる。

曲淵層は，硬質凝灰質頁岩と凝灰質砂岩との板状互層であって凝灰岩を挟有するという

岩相上の特徴からは，むしろパシケ沢層よりは三毛別層に近似であるとも a思われ，宗谷爽

炭層と鬼志別居とが問l侍異相であるという主張もあるととを考慮すれば，曲淵層と三毛別

l留の対比も可能なようである。

しかし，鬼志別層と宗谷爽炭層との関係は不整合であり，後者は世l淵l冒と整合関係にあ

るという見解もあり，前述の不整合の下lζ三毛別層が欠除するという見方もある。

チエポツナイj冒は苫前地方の小川爽亜炭層である乙とは前述の通りであり，層位上の位

置，岩質などから鬼鹿南方の鬼鹿含介化石層K.対比される。その上位の遠別居について

も同様，各地域の対比に無理はない。羽幌附近の遠別層上部とした Pectentakahashii 

(YOKOYAMA)を始めとする鮮新世化石動物群を産する層準は，本図隔地域K.連続し茂築

別層の下部lζ相当するものであることが明らかとなった。

以上，羽幌層からチエポツナイl留までは中新世であり ，j交築別居は鮮新世を代表するも

のと考えられる。すなわち，ナエポツナイj函は，1雷位上中新世後期の峠下層と同位である

が，遠別層については本地域の資料からは，中新，i併新t世何れに属するか不明である。し

かし，遠別層の下半部はチエポツナイj雷と共に北部の稚内層(中新世後期)と間層準であ

り，上半部は稚内層の上位のなお中新世後期lζ属すると考えられている芦間層と側方l乙連
註2)

続する。

茂築別居は，本邦北部の鮮新世の代表種である Pectentakahashii (YOKOYAMA)， 

Dosinia tatunokutiensis NOMUR~， Lora yanamii YOKOY AMAを産する層準であるとと

が注目される。

II.4 第 四 系

第四系は海岸線i乙沿って広く発達する 2段の海岸段丘 (t，および tz)，その低位の面とほ

ぼ同位の河岸段丘 (tz)，さらに上述の段丘より低い極めて新期の河岸段丘 (t3)，および沖

註1) 棚井敏雅は最近化石櫛物から両者は異なる陪準のものであると述ベている〈談話〕。

註~) 泰光男「初百Ii図幅J(1'1.8.) 
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積層とからなる。

II.4.1 更 新統

tl段丘堆積物は茂築別)11)1 1口以南の海館、崖に

おいて観察される(第 12匡J)。堆積相は極めて

不安定であって側方に変化が著しい。基底部は

1.5-3.0 m f(.およぶ棟、ないし砂と磯との互層

からなり，上部は主として黄褐色の砂からなる。

砂中にはしばしば育灰色粘土，磯，泥炭層を挟有

している。ζれから海成層である証拠は全くな

し泥炭の存在から少なくとも一部は陸成のも

のであると考える。泥炭中には昆虫の羽および

植物の種子 (Menyanthessp.)の化石が含まれ

ている。本段丘堆積物は羽幌段丘堆積層(松野

ちm

0 ドニネ弓弓

1. Mc 

;.>別川1{口
北方海 岸

段丘面

第 12図 tl段丘J11;積物柱状図

久也 ・山口昇一，1954)と一連のものである。本堆積物の厚さは所々で異なるが数 mから

15m程度である。

T丁段丘面 t2段丘堆積物は茂築別

)11)11口以北の海蝕崖に1*

国粘 土 出している(第13図)。本

t， 臼 砂 段丘堆積物も闘の変化

:図様 が著しいo基底部の鵬

|蕊 |地4 回・園目児民 は 1-7m ~乙達し，しばしー l・h ・:1桶 四
物 泥炭問粘土 ば砂と互層する。上部は

'uゴ lJ| 際
一般に粘土が卓越する。

。 ~i~t~~
所によってレシズ状の泥

Mc 1 1 Mc' 1 1 Mc Ir王韓日j膚

有し，泥炭中には Men-
~築甲山守口 減綾田l川々 口 慎二栄北方Ikm
北 岸 北方Ikm海岸 海 岸 yanthes sp. の種子を含

第 13図 t2段丘堆積物柱状図 んでいる。本土佐積物は前

述の tl段丘を切る t2段丘の平坦面を構成し， tl段丘との高低差と平坦商の保存状態とか



33 

ら南K.接する羽幌図幅地域の1吉前段丘堆積層(松野久也 ・山口昇一， 1954)に対比される。

本堆積物中にも海楼動物の化石は認められない。本堆積物の厚さは最大 15mK.達する。

河岸段丘中 t2段丘とされるものは，茂築別川および築別川下流南岸lζ局地的l乙発達して

いる。

t3段丘は各河川に沿って発達し，地質図には一括して図示しであるが，少なくとも 2-3

段がある。しかし，乙れらは分布が断片的であるため追跡は容易でない。乙れらは主とし

て砂，礁からなり，活干の粘土を含んでいる。

11.4.2 現世統

沖積層は各河川の下流地域IC広く発達する。何れも河川の氾濫原を構成している。乙れ

らは主として砂および繰からなる。その層厚は，各河川の殆ど川口近くまで川床IC基盤の

第三紀層が点々と認められるととから判断すると数 m にすぎない。

JII 地.質構造

この地域の地質構造は，小平川北岸以北天北地方にかけて南北方向の構造が卓越する中

にあって，乙れと斜交する北西ー南東の構造を示し異例である(第 14図〉。

本地域の地質構造を大きく支配するものは，北西 ・南東方向をとる築別背斜と乙れに附

随する初山別断層および築別背斜断層であり，とれらに次いで羽幌ドームおよびとれに附

随する羽幌背斜断層である。両者の問Kは築別向斜がある。

築別背斜は，その軸部を切る築別背斜断層およびとれに附随する派生断層によって完全

な形は残していない。 本背斜の軸部の白~系と新第三系との聞に若干の構造差があるが，

大局としては，白歪系も第三系と共に一つの大きな背斜構造をとっている。

築別向斜は次lζ述べる羽幌ドームと築別背斜との問に位置し，概ね左右対称の向斜構造

で，北西に向って開いて，単斜構造l乙i互いゆるやかな半盆状構造となって泊'滅する。本向

斜の北東翼すなわち築別背斜の南西翼の築別背斜断層に近接する所では地層の逆転が認め

、られる。

羽幌ドームは北部では築別背斜l乙平行し，北西部は羽幌向斜の東奨の単斜構造に吸収さ

れ，南延長は次第に南北方向に転じつつ古丹別川流域南部でゆるやかなうねりを呈する程

度となりやがて消滅する。

これら築別層以下の地層の形作る摺曲は，すでに古丹別層の堆積と同時に開始されたも

のである。すなわち，古丹別居中の鍵層は築別背斜および羽幌ドームの背斜部l乙向かって
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右附，¥¥1¥'長択、迫七、)'L! jト寸ど後彰 久与し三三 図創j層
チエボツナイ層

日 古丹畑一 ー師)

日期j層

~三毛矧J層羽幌
パンケ沢層

量 自 主 系

六¥背斜車由

¥向紳由

O 10 20km 
¥、-、断層

① 盛;崎向斜 ① 歌越別背斜 ① 遠別向斜 ① 築}jIJ背斜

① 築別向斜 ① 羽幌背斜~j-'ーム ⑦ 羽幌向斜 ⑥ 東野断層

① 初山別断層 ⑮ 築別背斜断層 ⑪ 羽幌背斜断層

第 14図 築別炭砿図幅周縁地域地質および地質構造概念図
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そのj高間距離を減少し，向斜部lζ逆に増加する。この傾向は古丹別胞の下部に著しく，上

部に行くに従ってそれ程顕著でなくなる。

ζ の古丹別層堆積聞の摺幽運動は，チエポツナイ層および遠別l習の堆積中にも幾分余映

を残し，これらの地層は上述の背斜部lζ層厚を減少するような傾向がなお認められる。

初山別断層は築別背斜の東奨部lζ平行して北部では築別層の泥岩層を，南部では同じく

砂岩l習を古丹別居の上K衝上させている。その断層の傾斜角度は不明であるが，;;fロエシ

沢下流では地形iζあらわれた泥岩層と古丹別層の互層との分布から推定すれば 450~500

と推量される。

築別背斜断層は，地域地域で両側l乙援する地層がそれぞれ異なる。南部では白霊系をパ

ンケ沢層に，その北部ではパシケ沢層を羽幌層 Ir，茂築別川以~Itセタキナイ川上流地域で

は羽幌層を三毛別層K街上せしめている。ζ れから推察するとその上下の転位量はあまり

大きいとは考えられない。一方図幅地域北西部では三毛別居上部の砂岩 ・頁岩互層をチエ

ポツナイ!霞K接触させているが，古丹別層が著しく厚さを減少することから，見掛けの割

lζ転位量はさほど大きくないものと考えられる。この断層の断層面の傾斜は現在不明であ

る。なおとれに附随する一年山街上断層は築別炭砿の坑内で 300で北東に傾斜している。

羽幌背斜断層は羽幌背斜の軸を切り，もっとも衝上量の多い所では羽幌層を築別層上部

K接触させている。本断層の羽幌ドーム南半部における性格は明瞭でないが，南北K.転移

量を減じ，北部では古丹別居中l乙入ると間もなく消滅するようである。本断層についても ，

断層面の角度は不明である。

乙れらの断層の生成時期は遠別層堆積後，かつ茂築別層堆積後である。すなわち，築別

背斜断層は遠別層を切っており， 茂築別層と遠別居との聞には堆積の間隙は認められな

い。とのような{向上断層は両端に向かって転移量を減じ，遂には消滅する ζとが各地で知

られている。

上述の構造を四近のそれら と関係して考察すると，築別背斜の北部には南北方向をとる

歌越別背斜があり，その西側に豊岬向斜，更に西lζー背斜があり同じく南北方向をとって

いる。これらの背斜向斜は，北部で可なり著しい摺曲度を示すが南方に向かってそれを減

じ，遂には築別背斜の北東翼の単斜構造に吸収されて終う。すなわち，築別背斜の方向IC

深く潜在する強直な基盤の抵抗体が推定される。

築別背斜の南方では，羽幌ドームが北半部において築別背斜と同様北西一南東方向をと

るほか，すべての構造は南北性である。
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本地域を含む北は稚内から南は浦河にいたる新第三系を厚く堆積させた天北 ・浦河帯と

呼ばれる南北性の舟状海盆は，その東限を画する南北性の基盤岩のリッジと，西方都戸山

地および乙れを含む南北性の基盤岩のリッジ一一南方延長は西南北海道の東縁に連なり，

北方延長は礼文島にいたるものと推定されるーーとの間に形成されたものである。しかし

てこの本来の方向は日高造山運動によって決定されたものである。

ところが，本来一速に連続する東側の基盤岩のリッジである神居古i制作の現在における

分布は大きく 3 つの地塊l己分;~jl~ している 。 すなわち ， 北から 1) 敏音知岳から鬼刺岳にい

たる山塊， 2)幌加内盆:地周縁から奈英山にわたる地塊， および 3)夕張山脈から日高地

方にわたる地塊である。

夕張山!派から日高地方にわたる地塊はさておいて， I幌加内金地周縁から奈英111にいたる

地塊は，北部の敏音知岳から鬼刺岳にわたる地塊が南北方向をとるのに対して，乙れと斜

交する北西 ・南東方向をとり，その北西端は後者の南端よりずっと西方にずれて移動して

いる。しかしてその方向は築別背斜の軌と一致しかっ一直線上にある。このような事実か

らみると，強直な基盤稜の反影とみられる築別背斜は，前述の舟状海盆の東側を画する基

盤稜が本来の方向からずれて，海盆の方向lζ斜交して入り込んで来た結果とみるととがで

きる。

天北浦河帯の新第三系は，全体として引続く日高造山帯の上昇による東方からの被圧に

より摺曲を蒙った結果，総じて南北方向の摺曲構造を示しているととは本章冒頭において

述べた通りである。ところが，乙れに斜交する強直な基盤稜は，東方からの圧迫に対して

抵抗体となり，その北に直接する部分を摺曲から免れさせると共に，乙の基盤稜の方向l乙

斜に働いた圧力は 2つの分力l乙分れ，その一方である北東から南西IL向かう分力は北西・

南東方向の摺曲構造とこれに附随する北東から南西方向に押上げた街上断層とを形成した

ものと考えられる。他の分力は築別背斜断層lζ沿って北東側を北西方向に横ずれさせたも

のと考えられる。

最後に，本図幅地域の地盤の垂直運動と造機運動の発達の過程を図式化して示すと第 15

図および第 16図の通りである。

地盤の垂直運動(造陸的動揺)は時の推移と共に変る海の深度と累積する堆積岩の厚さ

とによって示される。第 15図は両者の関係を模式的にあらわしたものである。すなわち，

横軸に時間(この場合各地層の絶対年代が知られていないので任意にとってある)を，縦

軸iζ海の深度(この場合Sー浅海，1一半深海， Dー深海としたが詳細な研究が行なわれた
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第 15園 地史学的姿態曲線

回 目 開j眉

国 交山首附畑

国 チエポVナイ層および制屠

巴踊~J曙

第 16図 構造発達断面図

場合，さらに確実な深度が決定されるであろう〉と堆積岩の厚さとを示しである o
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斜線を施した部分が堆積岩の厚さの変化を示すものであ り，乙の上限を限る曲線が海の

深度の変化をあらわし示相曲線と呼ばれる。斜線を施しである下限を画する曲線は(深度

+堆積岩の厚さ)を示すもので，全体の沈降量をあらわしている。

示相曲線が海水位を示す点線の上にあるときはその時期に陸化し削剥の状態にあり，逆
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lζ下にあるときには海面下にあって堆積が行なわれていたことを示すものである。

縦軸の下段のTは造機運動，Vは火山活動を示 し， aは安山岩"tは顕著な凝灰岩を示

すものであるd

第 16図は;構造発達断面図であり，時代の経過中，ζ の地域l乙挿話的K生じた造構運動の

jI関j亨と発達過程を示したものである。すなわち，ζ の地域では後古丹別と後茂築別に著し

い造構運動が行なわれたととが乙の図から明らかである。

IV 応用地質

本図幅地域内K産する鉱産資源、で最も重要なものは石炭である。とのほか亜炭，砂金，

石油および天然ガス，ベシ トナイト，耐火粘土などが知られている。しかし， 石炭以外に

は現在採掘されているものはない。

IV.1石炭

石炭は羽幌層中に挟有され，石炭鉱区の大半は羽幌炭砿鉄道株式会社の所有であって，

同社以外に現在本地域で稼行しているものはない。同社の鉱業所は築別鉱業所と羽幌鉱業

所との 2個所があり，後者の本坑は本図幅とその南i乙接する三渓図幅にわたる地域を稼行

し，そのこ坑は三渓図幅地域内上羽幌にある。

IV.1.1 炭層状況

石炭は羽幌溜中lζ挟有されている。築別鉱業所区域では炭l琶の厚さ 30cm以上のものが

通常 3枚以上あるが， 稼行に耐えるものは本属のみである 。 本層の炭丈は 2.5~4.5m あ

る。 この本局は築別背斜の軸部l乙北方炭砿の沢まで追跡され，北部では山丈 1. 5~3.0m

である。西奨部は地下lζ没して北部では露出しない。

羽幌鉱業所本坑区域では上層 0 . 3~0.35m，本層 1. 5~3.5m，下層 0.5~0 ， 6m の炭層

があり，一般に爽みは少ない。本地区でも稼行の対象となるのは本層のみである。

IV.l. 2 開発の沿革

本炭田の最初の調査は北海道庁による 1888年の調査である。1897年，谷七太郎が冬期

採炭を始め，以来数度の変遷を経て，1917年神戸市鈴木商庖の所有となった。 ζ の聞に，

地質調査所による乙の地域の予察調査(山根新次 1912)があり ，1913年および 1925年に

は調査所による本炭田を対象とした調査結果(渡辺久吉 1913，植村笑巴男 1925)が公表

され，炭層の賦存状況が明らかになった。1931年?には神戸市太陽産業i株式会社がζれを継

承し，続いて連年調査を行:ない，1940年7月羽幌鉄道株式会社を設立，翌年7月には ζれ
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を羽!幌炭砿鉄道株式会社と改め築別炭砿を関坑した。 同年 12月には省線築別駅より築別

炭砿にいたる 16.6kmの私設鉄道が完成した。1947年には現在の羽幌二坑， 1948年には

羽幌本坑の関坑lζ着手し，現在にいたっている(第 17図〕。

第 17図 羽幌炭砿鉄道株式会社築別鉱業所(昭和 33年)

IV. 1. 3現 況

採炭は，主要坑道を下盤岩石中lζ設け，とれより竪入ポグット昇りで炭層に連絡し，鉄

柱，カッペを使用，コーノレカ ッターによる透切に発破およびピックを併用している。

切羽は前進式長壁払いであって面長 80~200m ， 払跡は自給帯状部分充填を行なってい

る。調査時の前年 1956年の出炭，人員，人員当り能率は次の通りである。

出炭(t) 人 員 -能--率-ー戸(、t/da幽y圃〕曲、
(J隊員を含む〕 坑内夫 全E広夫

築 別 鉱業 所 330，000 983 1.799 1.266 

羽幌鉱業所詮 216，000 706 1.74 1.18 

註 これには羽I腕二坑の出炭が含まれている。

IV.2 その他

亙炭はチエポツナイ居中に挟有され，発達は極めて部分的である。すなわち，羽幌炭砿

鉄ト道上築別駅附近では山丈 3.5m，数 cmから 10数 cmの亜炭とνノレト岩との互層からな
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るが，築別川北岸では尖滅し，南方は大沢にいたると痕跡程度にすぎなくなる。一時試掘

採炭されたらしく坑口跡が認められる。稼行価値は極めて低い。

砂金は海岸の沖積層および段丘堆積物中に賦存し，諸所i乙試掘の跡が認められる。初山

別村第二栄 (旧セタキナイ)南方，南セタキナイ川の上流において，往時三浦金山が稼行

していた。

渡辺久吉 (1913)によれば産額および品位は次の通りである。1910年における産額は

325匁 (1，218.75gr)であって，これに 24.75匁 (92.8gr)の砂白金を混じ，乙の砂白金

中には 74.37%のイリドスミシおよび 12.44%の白金を含有していたといわれる。品位は

当時の試掘結果では，100万分の 8.5であったと称されている。

石油および天然ガスの徴候は古くから知られている。1913年の渡辺久吉の報告にも築

別川の支流であるチュプタク乙/ュナイ(石油沢と考えられる〉の落口附近，およびその少

し上流，セタキナイ川上流，方ロエシ・沢の落口等l乙石油および天然ガスの徴候があって，

そのうちあるものは試掘されたととが記録されている。

また，石油沢においては，その後久原鉱業株式会社によって 1916年 547mまで掘さく

されたが不成功に終っている。掘止の最低位の地層は築別居(従来の)とされている。

さらに，羽幌炭砿鉄道株式会社によって実鈍された築別川中流における探炭試錐孔 (2

号及び3号〉から可燃性天然ガスの湧出があった。とれについては牧野登喜夫 ・佐川昭

(1957)の調査がある。

乙れらはいずれも企業イじするにいたっていない。

ベントナイトは羽幌j雷下部に賦存するが，量的に少なく，本地域では全く採掘されてい

tH>。

耐火粘土は本層(炭層)の下盤に密着して産し，厚さ 0.3-1.50mである。耐火度はゼ

ーグノレ 32-35であるが，産状が稼行炭層と密着するために採掘が困難である。
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1 

The Chikubetsu-tanko sheet， covering the area lat. 44020' to 44030' 

N. and long. 141045' to 142000' E.， is situated in the northwestern portion 

of the Hokkaido on the coastal area of the ]apan Sea. It includes the 

northern half of the Haboro-Tomamae Coal Field which is one of the 

most productive ones in Hokkaido. AIso， the area includes the southern 

portion of the Tempoku Oil Field. Therefore this area has been worked 

out in considerable detail compared with other regions in Hokkaido 

because of its economical importance. 

GEOLOGY 

The area is covered by the Upper Yesso Group of late Cretaceous， 

the Pankezawa formation whose age is unknown， the Neogene system 

from the early Miocene to the early Pliocene， and the Quaternary 

system. Among the above， the Neogene system covers almost the 
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whoJe of the area. The stratigraphical relations between the above-

mentioned formations are shown in Table 1. 

Age 

Quaternary 

Neogene 

Table 1 

Formation Thickness (m) 

(Recent …一一・・・・….A¥luvialdeposits 

lPleistocene 厄ぷ工長ぷγ
Pliocene............…Mochikubetsu formation .……一…・・・ 3∞-350

Embetsu formation ………一…・・......・ H ・.160-5∞
Chepotsunai formation ...・ H ・-……・...・ H ・.50-200

Kotambetsu formation.一………・・・・・600-2，4∞+
Chikubetsu. formation 

Miocene............1 Mudstone bed ・・・・・・・H ・H ・....・H ・・・・・・・・・・…0-1∞IOcene...... 
Sandstone bed...…...・H ・-…・・・………0-200

Sankebetsu formation 
Sandstone-mudstone alternation ..…0-730 

Sandstone bed......…....・H ・........……・・0-140

Haboro formation .....…………・・・・・……...0-245

Age unknown .... ，.…....・H ・.......pankezawaformation ・…...・H ・..… ・・・ー・0-115

? 
Late Cretaceous ..... .，....…-……・…UpperYesso group .....……・・…・・ ・・・・…・500-580+

Cretaceous 

The Cretaceous system crops out in the axial portion of the Chi-

kubetsu anticline; it includes three members differentiated by lithologic 

features， Ul> U2 and U3 in ascending order. 

U1 Cοmprises dark gray silty mudstone， gray to pale gray sandy 

siltstone， iine-grained sandstone and paJe greenish gray medium-grained 

sandstone in the lower part; in the middJe part are gray to dark gray 

siltstone or sandy siltstone intercalated with thin layers of sandstone 

and several layers of tuff with a thickness of 3 to 5 m; in the upper 

part are found grぽnishdark gray to dark gray massive iine-grained 

sandstone or silty sandstone with glauconite grains. The lower part 

of the U1 member yields Inoceramus naumanni YOKOYAMA abundantly 

whiJe the upper part contains ammonites of Polyptyピhoceratidae.
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U 2 is composed of greenish gray to pale gray sandstone of medium 

to very coarse grain. This sandstone consists of grains of tuffaceous 

green rock， slate， plagioclase and gJauconite. 

U3 is composed of massive siltstone， sandy siltstone and dark gray 

coarse sandstone. The coarse sandstone appears in the upper part of 

this member only in the western wing of the Chikubetsu anticline. 

Inoceramus j~ρonicus NAGAO & MATSUMOTO have been collected from 

the lower part of this member. 

U1 to U3 are correlated to the Upper Yesso Group in the standard 

succession of the Cretaceous stratigraphy in Hokkaido based upon 

palaeontological evidences. 

Pankezawa formation 

The Pankezawa formation is divided into two parts. The lower 

one is composed of greenish gray medium to coarse grained sandstone 

which is hard and massive， sometimes cross bedded. It is made up 

of grains of various volcanic rocks， namely hypocrystalline andesite， 

basic andesite， glassy acidic rock， and their phenocryst minerals， such 

as quartz， plagioclase， augite and others. 

The upper part is composed of greenish or grayish white tuff. It 

is biotite-quartz-bearing andesitic glass and fine grained crystal tuff. 

The inter-relation between the Cretaceous system and this formation 

has not been determined. 

The age of this formation also has not been determined because of 

its lack of fossils. 

Neogene system 

The Neogene system is subdivided into seven formations， from 

the lower upwards: Haboro， Sankebetsu， Chikubetsu， Kotambetsu， 

Chepotsunai， Embetsu and Mochikubetsu. 

Haboro formation 

The Haboro formation comprises sandstone， siltstone， bentonitic tuff， 

coaI and coa)y shale， sideritic marI and fire clay. From this formation， 

the occurrence of plant fossiIs and non-marine moIluscs such as Unio 

sp. and ViviPalus sp. has been reported by some investigators. 
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This formation covers unconformably the underIying Pankezawa 

formation. It is said that the age of this formation is early Miocene 

on the basis of the above mentioned fossil fiora. 

Sankebetsu formation 

The Sankebetsu formation is divided into two parts: lower sandstone 

and upper sandstone-mudstone alternation. The lower sandstone is 

composed of medium to fine grained sandsto~e， green to gray in colour. 

It sometimes inc1udes pebbles of chert or thin layers of granular con-

glomerate in some places. 

The upper sandstone-mudstone alternation is composed of alternation 

of tuffaceous sandstone and tuffaceous hard mudstone with intercalations 

of tuff and diatomaceous mudstone. 

In this formation， many marine molluscan fossils are found as 

listed in Table 2 in the J apanese text. 

The molluscan fauna， which is calIed the Sankebetsu fauna， and 

foraminiferal fossils such as NonionρomPilioides (FICHTER & MOLL) and 

EIPhidium takinouense ASANO (M. S.) show the age of this formation to 

be earIy to middle Miocene. 

Chikubetsu formation 

The Chikubetsu formation is divided into two parts. The lower 

part is composed of greenish to bluish gray sandstone_ The grain size 

of the sandstone has a considerable range， coarse to very fine， and in 

some cases conglomerate appears at the basa! part. Along the tributaries 

of the Chikubetsu-gawa and the Oroen-zawa， two or three seams of coaly 

shale are interbedded in the basal portion of this part. 

The upper part transforms graduaIly from the former sandstone and 

is composed by dark gray massive mudstone which is intercalated with 

one or two pumiceous tuff layers 5 to 8 cm thick. 

The lower sandstone bed yields a molluscan fauna which is caIled 

the Chikubetsu fauna Jisted in Table 2 in the Japanese text， is considered 

to represent the transitional horizon between middle and upper Miocene. 

The Chikubetsu formation covers unconformably the Sankebetsu 

formation in usual case， but in the eastern portion it directly covers 



the Upper Yesso group. 

Kotarnbetsu forrnation 
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The main part of the Kotambetsu formation consists of conglo. 

merate， sandstone and mudstone. It is a very characteristic feature that 

the occurrence of above mentioned rocks is in an orderly repetition of a 

sequence of cyclothemic arrangement. The typical sequence of that 

cyclothemic arrangement is. in ascending order， i) conglomerate. ii) 

sandstone， iii) alternation of sandstone and mudstone， iv) mudstone. 

AdditionaJ remarkable features of this formation comprise sedimen. 

tary structures such as interformationaJ foldings， erratic blocks and 

slumpin'g sheet or baIls in the conglomerate， and congJomeratic mudstone 

(tiIloid). The formation also is characterized by the absence of ben. 

thonic mega-fossils and of shallow facies which are indicated by such 

characters as cross bedding， coal， plant fossiJs and others. 

In this formation， four or負velayers of tu任 are int巴rbedded.

Among of them， the lowermost one attains 100 m and others usuaIly 

several meters in thickness. They are traced in almost the whole area 

as good key beds to identify the structure of the formation. 

The relation to the underiying Chikubetsu formation is parauncon-

formity. Precise palaeontological data of this formation are not 

available. 

Chepotsunai forrnation 

The Chepotsunai formation consists mainly of coarse to fine grained 

sandstone. Locally， at the base of this formation， andesitic agglomerate 

or volcanic conglomerate is developed. Also， a lignite seam is found 

in the western area of the Haboro dome. 

In the northern area of the Chikubetsu.gawa， this formation yields 

some marine moIluscan fossils. 

The formation covers the Kotambetsu formation conformably in 

the western portion and clinounconformably in the eastern portion of 

the area. 

The、ageof this formation is estimated to be upper Miocene from 

the molluscan fauna yielded. 
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Embetsu formation 

The Embetsu formation consists of massive bluish gray tu任aceous

siltstone which is sometimes diatomaceous. The siltstone becomes rather 

sandy toward the upper portion. Remains of marine organisms are yielded 

but they are scarce in number. 

This formation overlies conformably the aforementioned Chepotsunai 

formation. The exact age of this formation is not c1ear， but may be 

late Miocene. 

Mochikubetsu formation 

The Mochikubetsu formation is comprised of loose fine grained 

sandstone in the lower part and loose conglomerate in the upper. 

These two rocks are in the relation of partial interfingering. 

Abundant molluscan remains occurs in both the sandstone and the 

conglomerate. This fauna has a c10se similarity to the Takikawa 

fauna of the Pliocene. This formation is comformable with the under-

lying Embetsu formation. 

Quaternary system 

The Quaternary system in this area are coastal and river terrace 

deposits of Pleistocene and alluvial deposits of Recent. They consist 

of gravel， sand， silt and c1ay， and some of them comprise peat. 

ECONOMIC GEOLOGY 

Tn this area， the most important mineral resource is coal in the 

Haboro formation. Besides this， lignite， gold， petroleum and gas， 

bentonite and fire c1ay are found. 

As mentioned already， several coal seams are included in the Haboro 

formation. However， the only workable seam is the “Honso " of which 

the maximum thickness attains 4.5 m. It has been exploited from 1940 

by the Haboro Colliery Railway Company， whose output in 1956 was 

546，000 t. 

Lignite and others mentioned above are not worked nowadays. 
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